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 地中空洞構造や巨大構造物の内部を透視する手法として、宇宙線ミュ－オンを用いたラジオグ

ラフィ(ミュオグラフィ[1]
)が有力である。ミュオグラフィではミューオンの飛来方向と強度を測定

する。そのためには位置検出が必要であり、本研究では放射線検出器であるプラスチックシンチ

レーションファイバ(PSF)をアレイ状に並べたものと最新の光検出器であるマルチピクセルフォ

トンカウンター(MPPC)を組み合わせた計測システムを試作する。 

今回は図 1 の様な簡略化した体系で位置検出の可能性を検討した。信号

の取得と MPPC の制御に汎用 MPPC 読み出しモジュール[2]を利用した。図

1 の様に 1mm 角 PSF4 本を正方形に束ねたものと 3mm 角の受光面を持つ

MPPC を組み合わせたものを 2 セット作成し、各々が直交するように配置

している。計測では 90
Sr の線源を用いた。図 1 に示す①、②の 2 点に線源

を置きMPPC#1と MPPC#2の波高の 2次元測定を各々100万イベント行った。 

今回得られた 2 次元ヒストグラムを図 2、図 3 に示す。図 2 は図 1 の①に線源を置いた時の計

測結果、図 3は PSFが交わった②に線源を置いた時の計測結果である。90
Srの線源を①の位置に

置いた際には台のMPPCから同時計測したイベントがほとんど見えていないが、PSFが交わった

②の位置に置いた際には見えていることが分かった。この事から今後、PSF をアレイ状に並べる

ことで、荷電粒子の位置検出が可能であると分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 2 ①に線源を置いた計測結果       図 3 ②に線源を置いた計測結果 
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  図 1 計測体系 
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